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稲　作　Ｐ2－3　山形県産米の更なるブランド確立に向けて！　～米穀情勢および県産米の販売状況について～
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経　営　Ｐ6－7　令和６年４月 いよいよ東北農林専門職大学開学！
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米
穀
情
勢

１
．
令
和
５
年
産
米
の
作
柄
概

況
に
つ
い
て（
表
１
）

　

９
月
25
日
現
在
の
水
稲
の
作

柄
は
、
北
海
道
、
関
東
が
作
況

1
0
2
～
1
0
4
の「
や
や
良
」、

東
北
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、

四
国
、
九
州
、
沖
縄
が
作
況
99

～
1
0
1
の「
平
年
並
み
」、
北

陸
が
97
の「
や
や
不
良
」と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
の
10
ａ
あ

た
り
の
予
想
収
量
は
5
3
4
㌔

㌘（
前
年
産
▲
２
㌔
㌘
）と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
作
況
指
数
は

1
0
0
の「
平
年
並
み
」と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

山
形
県
の
令
和
５
年
産
水
稲

作
付
面
積
は
６
万
7
4
0
0
㌶

（
前
年
産
▲
5
0
0
㌶
）、
う
ち

主
食
用
作
付
面
積
は
５
万

2
4
0
0
㌶
で
、
前
年
産
に
比

べ
3
0
0
㌶
減
少
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
水
稲
の
10
ａ
当

た
り
予
想
収
量
は
5
8
9
㌔
㌘

（
前
年
産
▲
５
㌔
㌘
）と
見
込
ま

れ
ま
す
。
全
も
み
数
が
平
年
に

比
べ「
や
や
少
な
い
」と
な
っ
た

も
の
の
、
登
熟
は
お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
た
た
め
、
山
形
県

全
体
と
し
て
は
作
況
指
数

「
1
0
0
」の「
平
年
並
み
」と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
主

食
用
の
予
想
収
穫
量
は
30
万

8
6
0
0
㌧
で
、
前
年
産
に
比

べ
て
4
4
0
0
㌧
の
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

２
．
需
給
見
通
し
に
つ
い
て

（
表
２
）

　

令
和
５
年
６
月
末
の
民
間
在

庫
数
量
は
1
9
7
万
㌧（
確
定

値
）で
あ
り
、
在
庫
数
量
の
適

正
水
準
と
言
わ
れ
る
1
8
0
万

㌧
～
2
0
0
万
㌧
の
範
囲
内
に

あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
６
月
末

で
の
2
1
8
万
㌧
と
過
剰
な
在

庫
量
に
対
し
、
需
給
環
境
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
５
年
産
主
食
用
米
等
の

生
産
数
量
は
、
農
水
省
の
推
定

で
6
6
2
万
㌧
と
さ
れ
、
こ
の

結
果
、
令
和
５
／
６
年
の
供
給

量
合
計
の
見
通
し
は
8
5
9
万

㌧
と
な
り
ま
す
。
令
和
５
／
６

年
の
需
要
量
見
通
し
は
、
6
8
2

万
㌧
と
設
定
さ
れ
、
差
し
引
き

か
ら
令
和
６
年
６
月
の
民
間
在

庫
は
1
7
7
㌧
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　

令
和
６
／
７
年
主
食
用
米
等

需
要
量
が
6
7
1
万
㌧
と
示
さ

れ
て
お
り
、
６
年
産
主
食
用
米

等
生
産
量
を
４
年
産
と
同
水
準

で
あ
る
6
6
9
万
㌧
と
す
る
こ

と
で
、
令
和
７
年
６
月
末
民
間

在
庫
量
は
1
7
6
万
㌧
と
、
さ

ら
に
需
給
環
境
が
引
き
締
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

３
．
５
年
産
米
の
品
質
に
つ
い

て（
表
３
）

　

令
和
５
年
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
全
国
各
地
で
記
録
的
な

猛
暑
と
な
り
、
降
水
量
は
平
年

の
半
分
に
満
た
な
い
地
域
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
地

域
で
、
高
温
と
渇
水
が
イ
ネ
の

生
育
に
影
響
し
、
白
未
熟
粒
な

ど
が
例
年
に
比
べ
て
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
全
国
の
１
等
米
比
率
は
大
幅

に
低
下
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

山形県産米の更なる
ブランド確立に向けて！

宗　田　亮　輔JA全農山形　消費地販売部総合販売課

表２.今後の需給見通し（10月19日食糧部会）

表1.令和５年産作柄概況（9月２５日現在、農水省）

（単位：万㌧）

注.ラウンドの関係で加減が一致しない箇所がある。

～米穀情勢および県産米の販売状況について～

項目 算式 量

R
5
／
6
年

5年6月末民間在庫量 A 197
5年産主食用米等生産量 B 662
供給量計 C=A＋B 859
需要量 D 682
6年6月末民間在庫量 E=C-D 177

R
6
／
7
年

6年産主食用米等生産量 F 669
供給量計 G=E＋F 847
需要量 H 671
7年6月末民間在庫量 I=G-H 176
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山
形
県
内
に
お
い
て
も
同
様

の
影
響
を
受
け
、
県
全
体
と
し

て
の
１
等
米
比
率
も
41
・
7
％

下
落
し
ま
し
た
。
県
内
主
要
銘

柄
と
し
て「
つ
や
姫
」36
・
2
％

下
落
、「
雪
若
丸
」7
・
0
％
下

落
、「
は
え
ぬ
き
」53
・
0
％
下

落
と
な
り
、
主
な
落
等
理
由
し

て
は
高
温
障
害
に
よ
る
白
未
熟

粒
が
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
山
形
県
産
米
の
販
売
状
況

　

山
形
県
産
米
の
主
要
銘
柄
で

あ
る「
は
え
ぬ
き
」、「
つ
や
姫
」

「
雪
若
丸
」の
状
況
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
は
え
ぬ
き
」

　
「
は
え
ぬ
き
」は
ブ
レ
ン
ド
特

性
に
優
れ
、「
炊
き
増
え
率
」「
味

度
値
」「
食
味
値
」が
高
く
、
大

手
コ
ン
ビ
ニ
、
回
転
寿
司
、
駅

弁
等
の
業
務
用
と
し
て
も
広
く

ご
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら

の
経
済
回
復
を
受
け
、
外
食
や

中
食
な
ど
業
務
用
を
中
心
に
需

要
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
や
、

品
質
の
安
定
性
や
値
ご
ろ
感
か

ら
家
庭
用
向
け
の
お
取
り
扱
い

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

非
常
に
引
き
合
い
の
強
い
環
境

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
需
給
環

境
に
左
右
さ
れ
ず
、
実
需
・
米

穀
卸
の
方
々
に
は
継
続
使
用
い

た
だ
け
る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
結
び

つ
き
を
強
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

安
定
集
荷
・
販
売
に
つ
と
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「
つ
や
姫
」

　
「
つ
や
姫
」は
、
今
年
で
デ
ビ

ュ
ー
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
生

産
者
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

の
お
か
げ
で
、
全
国
有
数
の
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
、
そ

の
地
位
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

米
穀
卸
様
か
ら
も
、
固
定
客
が

離
れ
な
い
大
事
な
商
品
と
し
て
、

非
常
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
価

格
帯
銘
柄
は
飽
和
状
態
に
あ
り

ま
す
。
既
存
の
青
森「
青
天
の

霹
靂
」、
新
潟「
新
之
助
」の
他
、

秋
田
か
ら
は
新
品
種「
サ
キ
ホ

コ
レ
」が
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
み
、
生
産
者
の
皆
様
の

努
力
を
販
売
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
雪
若
丸
」

　

今
年
で
本
格
デ
ビ
ュ
ー
６
年

目
を
迎
え
る「
雪
若
丸
」は
、
人

気
俳
優
を
起
用
し
た
Ｃ
Ｍ
効
果

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
な
ど
、

年
々
、
知
名
度
が
上
昇
し
て
お

り
ま
す
。
大
手
レ
シ
ピ
サ
イ
ト

や
料
理
教
室
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、

他
県
銘
柄
に
は
な
い
独
自
の
広

告
宣
伝
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

業
務
用
と
し
て
の
販
売
も
増
え

て
き
て
お
り
、
お
客
様
か
ら
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
多
方
面
で
適
性
が
あ
り
、

銘
柄
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

雪
若
丸
の
主
な
魅
力
は
、
際
立

つ
白
さ
、
つ
や
の
あ
る
外
観
、

粘
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
粒
感

の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
一
度
食
べ

て
い
た
だ
け
ば
美
味
し
さ
や
そ

の
特
徴
が
伝
わ
り
ま
す
。
試
食

販
売
や
販
促
イ
ベ
ン
ト
も
解
禁

と
な
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
喫

食
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、

「
雪
若
丸
」の
更
な
る
知
名
度
向

上
・
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め

　

全
農
山
形
県
本
部
で
は
、
生

産
者
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
各

所
の
皆
様
の
努
力
の
結
晶
で
あ

る「
山
形
県
産
米
」を
全
国
の
消

費
者
に
お
届
け
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
販
売
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
全
職
員
一
丸
と
な

っ
て
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
何
卒
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真1.つや姫レディの販促風景

表３.令和５年産米の農産物検査結果（9月３0日 農水省）

県　名 品　種
１等米比率（％）

５年産 ４年産 前年差

山形県　 つや姫 63.0 99.2 ▲35.2

山形県　 雪若丸 91.1 98.1 ▲7.0

山形県　 はえぬき 43.2 96.2 ▲53.0

山形県 平均 54.7 96.4 ▲41.7

北海道　　ゆめぴりか 86.8 97.0 ▲10.2

青森県　 青天の霹靂 55.8 94.7 ▲38.9

秋田県　 あきたこまち 61.8 93.0 ▲31.2

宮城県　 ひとめぼれ 87.4 97.7 ▲10.3

新潟県　 コシヒカリ 3.6 80.2 ▲76.6

全国 平均 59.6 75.8 ▲16.2
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1
͸
͡
め
ʹ

　

当
室
で
は
、
い
ち
ご
の
生
産

が
೉
し
い
Ն
ظ
高
温
ظ
に
も
、

安
定
し
た
収
量
や
品
質
が
ظ
଴

で
き
る
四
ق
੒
り
性
い
ち
ご
品

種
を
育
੒
す
る
ݚ
ڀ
を
ߦ
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
、
当
室
で
育

੒
し
た
山
形
県
Φ
Ϧ
δ
ナ
ル
い

ち
ご
新
品
種「
山
形
Ｓ
７
߸
」が

令
和
５
年
10
月
に
ग़
願
ެ
ද
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
育
੒
に
ࢸ
る

背
景
と
特
徴
に
つ
い
て
঺
հ
し

ま
す
。

2ủ
ࢁ
ܗ
̨
̓
߸
Ứͷ
ҭ
੒

ܦ
ա

ᾇ
എ
ܠ

　

国
内
の
い
ち
ご
生
産
は
、
大

部
分
が
ౙ
य़
）ظ
11
～
５
月
）に

か
け
て
ग़
荷
す
る
作
型
で
あ
り
、

Ն
秋
）ظ
６
～
10
月
）は
特
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
Ն
秋
ظ
は
ౙ
य़
ظ
に
比
べ

て
୯
価
が
高
く
、
販
売
上
、
大

き
な
ϝ
Ϧ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

当
室
で
は
、
平
੒
14
年
か
ら

四
ق
੒
り
性
い
ち
ご
の
育
੒
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
੒
23
年

に
本
県
ॳ
の
Φ
Ϧ
δ
ナ
ル
四
ق

੒
り
性
い
ち
ご
新
品
種
で
あ
る

「
サ
Ϛ
ー
テ
ỹ
ア
ラ
」を
品
種
登

録
し
ま
し
た
。「
サ
Ϛ
ー
テ
ỹ
ア

ラ
」は
良
食
味
で
果
実
が
大
き

い
等
の
௕
所
が
あ
る
一
方
で
、

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
種
ු
き
果

や
ண
৭
不
良
果
等
の
ن
格
外
品

の
発
生
が
多
く
な
る
こ
と
や
、

୸
ᙫ
ප
に
か
か
り
や
す
く
収
量

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
୹
所
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
ࠀ
෰
す
る
た

め
の
品
種
育
੒
を
ߦ
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ᾈ
ҭ
੒
ܦ
ա

　

新
た
な
育
種
目
ඪ
と
し
て
、

収
量
性
が
高
く
、
う
ど
ん
こ
ප

や
୸
ᙫ
ප
に
強
い
こ
と
、
଱
暑

性
に
優
れ
、
種
ු
果
、
ܲ
ף
果

が
少
な
く
、
日
࣋
ち
性
が
優
れ

る
こ
と
を
設
定
し
ま
し
た
。「
山

形
Ｓ
７
߸
」は
、
平
੒
24
年
度

に「
サ
Ϛ
ー
テ
ỹ
ア
ラ
」を
ࢠ
๪

਌
に「
な
つ
じ
ろ
う（
地
方
独
立

ߦ
੓
๏
人
北
海
道
立
૯
合
ݚ
ڀ

機
ߏ
育
੒
）」を
Ֆ
ค
਌
に
し
て

ަ
഑
し
、
બ
ൈ
、
特
性
೺
Ѳ
、

୸
ᙫ
ප
؆
қ
ݕ
定
ま
で
６
年
、

そ
の
後
、
঑
ྭ
品
種
ܾ
定
調
ࠪ

の
ج
本
調
ࠪ
２
年
と
現
地
試
ݧ

̏
年
を
経
て
、
品
種
登
録
ग़
願

し
ま
し
た
。
ަ
഑
か
ら
品
種
登

録
ग़
願
に
ࢸ
る
ま
で
৻
ॏ
に
調

ࠪ
を
ॏ
ね
、
11
年
の
ࡀ
月
を
費

や
し
ま
し
た
。（
令
和
５
年
10
月

ग़
願
ެ
ද
）

3ủ
ࢁ
ܗ
̨
̓
߸
Ứͷ
ಛ
௃

　

૲
࢟
は
立
性
で
、
૲
੎
は
や

や
強
い
で
す（
ਤ
１
ỏ
表
１
）。

果
実
形
質
は
、
果
形
が
࠿
ഓ
ظ

間
全
体
を
通
し
ԁ
ਲ਼
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
見
た
目
が
い
ち
ご

ら
し
い
ԁ
ਲ਼
の
形
を
し
て
い
ま

す（
ਤ
２
ỏ
表
１
）。
果
ൽ
৭
と

～঎඼ऩྔ͕ଟ͘֎͕؍༏ΕΔ
ɹɹɹɹɹق࢛੒Γੑいͪ ʮ̨̓͝ܗࢁ߸ʯのҭ੒～

଴の৽඼छظ͍ͪ͝
ʮ山形̨ ߸̓ʯΛ঺հ͠· ！͢

ਤ̐�ʮܗࢁ 4�߸ʯͱ
ʮαϚʔςィΞラʯのऩྔのൺֱ

ਤ３�ʮαϚʔςィΞラʯΛج४３ͱしͨ
৔߹のʮ4ܗࢁ�߸ʯのऩྔͱ果࣮࣭ܗ

ਤ1�ʮܗࢁ 4�߸ʯの૲࢟ ਤ２�ʮܗࢁ 4�߸ʯͱʮαϚʔςィΞラʯの果࣮࣭ܗ

Ե　ࡔ　ଉ　ਧঙ಺総合ࢧி　農ٕۀज़ීٴ課࢈地ࣨڀݚ

収量

౶౓

౓Ռ࣮ࢎ
౓ߗ

૫Ռ
ਂ౓

山形S7号 サマーティアラ

ߴ

௿

ߗ

ઙ
ਂ ߴ

௿

ߴ

௿ॊ 2.5
1.7

1.8

1.5

0

1

2

3

4

5

「山形S7号」 「サマーティアラ」
商品収量（t/10a）

9月～11月
6月～8月4.3t

3.2t
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果
೑
৭
は
や
や
୶
く
、
౶
度
と

ࢎ
度
は
や
や
低
く
す
っ
き
り
と

し
た
味
が
特
徴
で
す（
ਤ
２
ỏ

３
ỏ
表
１
ỏ
２
）。
ま
た
、
૫

果（
種
を
ؚ
む
部
分
）の
落
ち
込

み
は
ਂ
く
、
種
ු
果
の
発
生
が

少
な
い
で
す（
ਤ
２
ỏ
３
ỏ
表

１
ỏ
３
）。
さ
ら
に
、
高
温
ظ

（
７
～
９
月
）で
も
果
実
ߗ
度
は

高
く
、
༌
ૹ
性
や
日
࣋
ち
性
が

優
れ
る
と
ࢢ
৔
か
ら
の
評
価
を

ಘ
て
い
ま
す（
ਤ
３
ỏ
表
２
）。

　

収
穫
は
、
６
月
か
ら
Մ
ೳ
で
、

11
月
下
०
ま
で
の
10
B
׵
ࢉ
商

品
収
量
は
4
・
3
㌧
で
あ
り
、

「
サ
Ϛ
ー
テ
ỹ
ア
ラ
」の
10
B
׵

ࢉ
商
品
収
量
で
あ
る
3
・
2
㌧

を
大
き
く
上
回
り
ま
す（
ਤ
４
ỏ

表
４
）。
障
害
果
の
発
生
は
、

種
ු
果
や
ܲ
ף
果
が
少
な
く
、

商
品
収
量
が
高
い
こ
と
が
特
徴

で
す（
表
３
ỏ
４
）。

4
ࠓ
ޙ
ͷ
ల
։

　

当
室
で
は
さ
ら
な
る
高
品
質

安
定
生
産
を
ਤ
る
た
め
、「
山
形

Ｓ
７
߸
」の
新
作
型
։
発
に
向

け
て
、
高
設
ベ
ン
ν
࠿
ഓ
に
お

け
る
適
正
な
ཆ
ӷ
ೱ
度
、
Ֆ
๪

数
・
ண
果
数
調
੔
に
よ
る
ॳ
秋

以
降
の
収
量
性
の
೺
Ѳ
、
බ
増

৩
の
方
๏
の
確
立
を
目
指
し
、

ݚ
ڀ
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
の
ス
έ
δ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
現
在
、
਌
ג
බ
の
有
ঈ
഑

෍
の
ื
集
を
ߦ
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
に
は
生
産
者
に
よ
る

実
取
り
බ
の
増
৩
が
ߦ
わ
れ
、

令
和
７
年
に
は
本
格
的
に
果
実

の
収
穫
ٴ
び
ग़
荷
が
։
࢝
さ
れ

ま
す
。
当
品
種
の
࠿
ഓ
に
ご
ڵ

味
が
あ
る
生
産
者
の
方
は
お
ॅ

ま
い
の
地
域
の
̟
̖
や
農
業
ٕ

ज़
ී
ٴ
՝
に
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

表1� ૲࢟ɾ૲੎͓Αͼ果࣮࣭ܗ [）（3�、3�ঙ಺産஍ࣨڀݚ）

表３� ো֐果のൃੜׂ߹（3�、3�ঙ಺産஍ࣨڀݚ）

[）೶ྛਫ産ল͍ち͝ଐ৹ࠪج४ʹͮجき൑அ　　　　Z）た ɿͯ΁たج෦かΒઌ୺の௕͞　Αこɿ࠷΋෯͕͍޿෦෼の௕͞　ୈ1Ֆ๪の2
3൪Ռௐࠪ


]　　　߹਺ׂݸ౰たりג਺ʹର͢Δݸ౰たり૯ऩ֭ג˞ප֐஬ඃ֐ՌɺΈͧՌ等

品種
։Ֆ（33�5�24）ظ࢝ Ռ形Z）

Ռ形 Ռൽ৭ Ռ೑৭ Ռ৺
の৭

ͦ͏Ռの
མちࠐΈ ޫ୔ ۭಎ

૲࢟ ૲੎ たͯ
	NN）

Αこ
	NN）

たͯ�
Αこ

山形47߸ ཱੑ ややڧ 41.1 36.8 1.12 ԁਲ਼形 ᒵ੺ ୶౧ ୶੺ த த ແຢはখ

αϚʔςΟΞϥ ཱੑ ややڧ 40.0 33.3 1.20 ԁਲ਼形 ੺ ੺ ੺ খ த த

表 �̐ ঎඼ऩ （ྔ3�、3�ঙ಺産஍ࣨڀݚ）

た（6�27ʙ8�23）͠ݶ੍ʹ౰たりՖ๪਺Λ3ຊɺ１Ֆ๪౰たりՌ࣮਺Λ3Ռג（]
Z
ʮαϚʔςΟΞϥʯग़ՙ֨نͰ۠෼͠たल品（Ռ形͕ྑ͘੔ͬた΋の7HҎ্28Hະຬ）ٴͼ丸ल品（ܲףՌのܰඍͳ΋のΛؚΉ）
˞給ӷECʀ33は0.3ʙ0.6̳4�Nɺ34は9�25まͰは0.3ʙ0.6̳4�Nɺ　9�26Ҏ߱は 1.0̳4�Nɺ10�13Ҏ߱は1.3̳4�NͰ؅ཧ͠たɻ
˞Ϋϥ΢ϯྫྷ٫ʀ3̏はΫϥ΢ϯྫྷͣͤࢪ٫࣮ɺ34は6�21ʙ9�20まͰΫϥ΢ϯྫྷ٫Λ࣮͠ࢪたɻ

年࣍ 品種名 ఆ২೔ 
（月೔）

ऩ֭ 
։࢝೔ 

（月೔）

ऩ֭ 
ऴྃ೔ 

（月೔）

঎品ऩ量Z
 10B׵算
঎品ऩ量

（̓ �10B）

平均
1Ռॏ
（̶ ）

6月
（Hג�）

7月
（Hג�）

8月
（Hג�）

9月
（Hג�）

10月
（Hג�）

11月
（Hג�）

߹計
（Hג�）

34
山形̨ ߸̓（Ֆ๪؅ཧ）͉


3�22 6�8 11�22
83 167 140 154 140 89 774 4.5 11.8

山形̨ ߸̓ 86 181 157 51 180 82 737 4.3 11.1
αϚʔςΟΞϥ 71 130 90 71 85 99 548 3.2 12.4

33
山形̨ ߸̓

3�23 6�3 11�29
133 122 71 91 98 52 566 3.3 11.8

αϚʔςΟΞϥ 92 83 6 79 62 37 360 2.1 12.2

表２� 果࣮඼ （࣭3�、3�ঙ಺産஍ࣨڀݚ）

Ͱଌఆ　　　　͈）A5AG0 13�101Ͱଌఆ ɺ6ʙ11月の平均஋（ߴɺ10NNܘ਑಄ɿԁ౵形ɺ3NN）౓計,.�1ߗՌ࣮ݪ౻（͉
͇）ణఆࢎ౓ΫΤϯ׵ࢎ算஋（࠾औՌो1NMɺ0.1/�/B0H（1NM=0.0064HΫΤϯࢎ）Ͱణఆ）ɺ6ʙ11月の平均஋

年࣍ 品種名

]౓ߗ 	LH�3NNП
 ౶౓Z


（ B˃SJY）

౓Yࢎ

（％） ౶ࢎ比
6月 7月 8月 9月 10月 11月

34
山形47߸ 0.30 0.32 0.32 0.35 0.29 0.29 7.6 0.78 9.7
αϚʔςΟΞϥ 0.29 0.19 0.27 0.27 0.24 0.29 8.6 0.85 10.1

33
山形47߸ 0.30 0.32 0.40 0.40 0.39 0.35 7.3 0.75 9.8
αϚʔςΟΞϥ 0.23 0.28 0.31 0.38 0.39 0.41 8.5 0.83 10.2

年࣍ 品種名 Ռףܲ
（％）

種ුՌ
（％）

डਫ਼ෆྑՌ
（％）

ઌ٧Ռ
（％）

ઌനՌ
（％）

ͦのଞ[）
（％）

34
山形47߸ 0.4 0.1 5.8 0.0 0.3 0.9

αϚʔςΟΞϥ 4.6 7.7 6.0 0.3 1.0 0.3

33
山形47߸ 0.7 0.1 5.0 0.3 0.1 0.0

αϚʔςΟΞϥ 5.8 11.9 5.1 0.1 0.7 0.5



− Ӧ ܦ − �

ʵྩ࿨ 5೥ 12 ݄߸ʵ

1
౦
๺
೶
ྛ
ઐ
໳
৬
େ
ֶ

ͷ
ಛ
௃

　

ࠁ
々
と
ม
Խ
す
る
国
際
৘
੎

や
消
費
者
ニ
ー
ζ
の
多
様
Խ
な

ど
、
農
ྛ
業
を
取
り
ר
く
৘
੎

は
大
き
く
ม
Խ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
࣌
୅
の
ม
Խ
に
対
Ԡ

し
た
経
Ӧ
ઓ
ུ
を
ߏ
ங
で
き
る

農
ྛ
業
人
ࡐ
の
育
੒
と
、
農
ྛ

業
現
৔
に
ߩ
ݙ
す
る
ݚ
ڀ
等
に

取
り
組
む
た
め
、
県
で
は
東
北

農
ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
を
設
ஔ
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
ֶ
は
、
農
ྛ
業
経
Ӧ
ֶ
部

の
１
ֶ
部
に
、
農
業
経
Ӧ
ֶ
Պ

（
ೖ
ֶ
定
員
32
名
）と
森
ྛ
業
経

Ӧ
ֶ
Պ（
ೖ
ֶ
定
員
８
名
）の
２

ֶ
Պ
体
੍
と
な
っ
て
お
り
、
ক

དྷ
の
山
形
、
東
北
、
ͻ
い
て
は

日
本
を
け
ん
引
す
る
農
ྛ
業
経

Ӧ
者
の
育
੒
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

2
ط
ଘ
ֶ
ߍ
と
ͷ
ҧ
͍

　

ਤ
１
は
、
東
北
農
ྛ
ઐ
໳
職

ྩ࿨̒ ೥̐ �݄͍Α͍Α
౦๺೶ྛઐ໳৬େֶ։ ！ֶ

ਤ1� ౦๺農ྛઐ໳৬େֶ、طଘେֶ農ֶ部、ཱݝܗࢁ農ྛେֶߍのൺֱ て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
東
北
農

ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
で
は
、
จ
部
Պ

ֶ
省
の
ج
準
を
満
た
す
大
ֶ
教

員
で
あ
る
ݚ
ڀ
者
教
員
と
実
務

家
教
員
˞
が
理
࿦
と
実
ફ
を
つ

な
げ
る
ϋ
イ
ブ
Ϧ
ッ
ド
な
教
育

を
ߦ
い
ま
す（
˞
ઐ
໳
分
໺
に

お
い
て
５
年
以
上
の
実
務
経
ݧ

を
有
す
る
者
で
あ
り
、
生
産
ٕ

ज़
の
։
発
や
品
種
改
良
等
の
実

੷
を
有
す
る
者
）。
ま
た
、
ઐ

໳
職
大
ֶ
生
用
の
ֶ
生
ྈ
は
੔

උ
ͤ
ず
、
ア
ύ
ー
ト
等
か
ら
通

ֶ
す
る
た
め
、
地
域
と
ަ
ྲྀ
し

な
が
ら
大
ֶ
生
活
を
ૹ
る
こ
と

が
ظ
଴
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
を
卒
業

す
る
と「
ઐ
໳
࢜
」の
শ
߸
が
付

༩
さ
れ
ま
す
が
、
ઐ
໳
職
大
ֶ

ɹ
ຊ
ࢽ
ͷ
ࡢ
年
12
݄
߸
Ͱ
঺
հ
͠
ủͨ
౦
๺
೶
ྛ
ઐ
໳
৬
େ
ֶ
Ứ

͕
ỏ
ຊ
年
̕
݄
̐
೔
෇
Ͱ
ઃ
ஔ
͕
ೝ
Մ
͞
Ε
ỏ
͍
Α
͍
Α
དྷ
年

̐
݄
ʹ
։
ֶ
͢
Δ
͜
ͱ
ͱ
ͳ
Γ
·
͠
ͨ
Ố
౦
๺
೶
ྛ
ઐ
໳
৬
େ

ֶ
ͷ
ಛ
௃
΍
ỏ
ࢪ
ઃ
ͷ
੔
උ
಺
༰
ͳ
Ͳ
Λ
঺
հ
͠
·
͢
Ố

大
ֶ
と
、
既
存
大
ֶ
農
ֶ
部
、

山
形
県
立
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
の
ҧ
い

を
一
ཡ
ද
で
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

県
で
は
、
農
ྛ
業
の
ス
ϖ
シ

ャ
Ϧ
ス
ト
の
ཆ
੒
の
た
め
、
２

年
੍
の
ઐ
म
ֶ
ߍ
で
あ
る
山
形

県
立
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
を
設
ஔ
し
て

い
ま
す
。
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
で
は
、

県
の
ٕ
ज़
職
員
が
教
員
と
な
り
、

生
産
ٕ
ज़
の
श
ಘ
を
目
的
と
し

た
ॆ
実
し
た
実
श
が
ߦ
え
る
こ

と
な
ど
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

農
ྛ
大
ֶ
ߍ
は
全
ྈ
੍
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
な

お
、
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
は
、
ઐ
໳
職

大
ֶ
։
ֶ
後
も
、
ෟ
ଐ
ֶ
ߍ
と

し
て
定
員
を
40
名
と
し
て
存
続

し
ま
す
。

　

既
存
大
ֶ
は
、
教
ཆ
教
育
に

Ճ
え
て
、
ֶ
ज़
ॏ
ࢹ
の
ઐ
໳
教

育
を
ߦ
う
た
め
、
教
員
は
、
ݚ

ڀ
者
教
員
の
み
で
ߏ
੒
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
ֶ
の
農

ֶ
部
で
は
、
農
業
生
産
に
Ճ
え
、

教
ཆ
Պ
目
を
ֶ
び
ઐ
໳
理
࿦
を

幅
広
く
୳
ٻ
す
る
教
育
を
ߦ
っ

部　ઐ໳৬େֶ੔උਪਐ課࢈農ྛਫݝ໺　৳　య山形　ݹ

౦北೶ྛઐ໳৬
େֶ ଘେֶ೶ֶ෦ط 山形県ཱ　

೶ྛେֶߍ

の種ྨߍֶ େֶ େֶ ઐमֶߍ

मֶظ間 ４年間 ４年間 ̎年間

੒ߏһのڭ େֶڭһ
ɺ࣮ऀڀݚ） ຿Ո）

େֶڭһ
（ऀڀݚ）

県のٕज़৬һ
（ಋһ等ࢦٴී）

औಘֶҐ
（শ߸） （ઐ໳৬）ֶ࢜ ֶ࢜ ઐ໳࢜（শ߸）

ॅま͍ Ξύʔτ等 Ξύʔτ等 ྈ（全ྈ੍）

ҭのڭ
ಛ௃

ཧ࿦と࣮ફΛ
つͳ͛Δ

ϋΠϒリουͳ
カリΩϡϥϜͰ

ɾߴ ౓ͳ生産ٕज़
ɾߴ ౓ͳܦӦཧ࿦

͕਎ʹつ͘

೶ྛۀ生産ʹ
ՃえɺڭཆՊ目ɾ
ઐ໳ཧ࿦Λ෯͘޿

୳͢ٻΔ

生産ٕज़のशಘΛ
目తと͠たॆ࣮͠た

࣮शとֶ࠲Ͱ
ɾߴ ౓ͳ生産ٕज़

ɾૅجతͳܦӦཧ࿦
͕਎ʹつ͘
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を
卒
業
す
る
と
、
既
存
の
大
ֶ

卒
業
࣌
に
取
ಘ
で
き
る「
ֶ
࢜
」

と
同
じ
く
国
際
通
用
性
の
あ
る

「
ֶ
）࢜
ઐ
໳
職
）」の
ֶ
位
を
取

ಘ
で
き
ま
す
。

　
3
৽
ங
ͷ
େ
ֶ
ߍ
ࣷ

　

東
北
農
ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
の
ߍ

ࣷ
は
、
現
在
の
農
ྛ
大
ֶ
ߍ
ߍ

ࣷ
の
東
ଆ
で
ݐ
設
޻
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
年
12
月
に
׬

੒
す
る
予
定
で
す（
ਤ
２
）。
ߍ

ࣷ
は
、
మ
ࠎ
଄
２
֊
ݐ
の
ަ
ྲྀ

౩
と
、
మ
ے
コ
ン
Ϋ
Ϧ
ー
ト
଄

４
֊
ݐ
の
教
育
・
ݚ
ڀ
౩
で
ߏ

੒
さ
れ
て
い
ま
す
。
ަ
ྲྀ
౩
の

１
֊
部
分
は
ֶ
生
食
ಊ
、
２
֊

部
分
は
ෟ
ଐ
ਤ
ॻ
ؗ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ֶ
生
食
ಊ
、
ෟ
ଐ
ਤ

ॻ
ؗ
と
も
に
、
広
く
県
民
の
皆

様
か
ら
も
ར
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
近
く
に
お
ӽ
し
の
際
に

は
ੋ
非
お
立
ち
د
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ަ
ྲྀ
౩
の
੢
ଆ
は
、
ࡾ

ඦ
人
ఔ
度
を
収
༰
で
き
る
大
ߨ

ٛ
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
ߨ

ٛ
室
の
น
は
、
東
ژ
Φ
Ϧ
ン
ピ

ッ
Ϋ
・
ύ
ラ
Ϧ
ン
ピ
ッ
Ϋ
の
બ

手
ଜ
ビ
レ
ッ
δ
プ
ラ
β
で
ར
用

さ
れ
た
県
産
໦
ࡐ
が
使
わ
れ
て

い
ま
す（
ਤ
３
）。
大
ߨ
ٛ
室
は
、

ೖ
ֶ
ࣜ
、
卒
業
ࣜ
だ
け
で
な
く
、

ެ
։
シ
ン
ポ
δ
ウ
Ϝ
等
で
ར
用

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

4
ॆ
࣮
͠
ͨ
ෟ
ଐ
ࢪ
ઃ

　

東
北
農
ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
は
、

त
業
࣌
間
の
̏
分
の
１
以
上
が

実
श
や
フ
ỹ
ー
ル
ド
ϫ
ー
Ϋ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
श
や
、

農
ྛ
業
者
を
対
৅
と
し
た
ݚ
म

会
等
に
ར
用
す
る
た
め
、
ֶ
内

ะ
৔
内
に
４
つ
の
デ
δ
λ
ル
実

૷
ݚ
ڀ
・
ݚ
म
ڌ
఺
を
੔
උ
し

ま
し
た
。

ᾇ
ؾ
ީ
ม
ಈ
ର
Ԡ
ܕ
೶
ۀ
ݚ

ڀ
ɾ
ݚ
म
η
ϯ
λ
ồ

　

果
थ
の
ౚ
ૼ
害
な
ど
、
近
年

ܹ
ਙ
Խ
す
る
気
ީ
ม
動
に
対
Ԡ

し
た
ٕ
ज़
の
։
発
と
ී
ٴ
を
目

的
に
、
̞
Ｃ
̩
ٕ
ज़
や
、
̜
̞

Ｓ
ٕ
ज़
を
ۦ
使
し
た
ݚ
ڀ
や
ݚ

म
を
ߦ
う
た
め
の
施
設
で
す
。

Ｎ
̩
̩
東
日
本
ά
ル
ー
プ
と
締

結
し
た
࿈
ܞ
協
定
に
Ԋ
っ
た
果

थ
の
ౚ
ૼ
害
に
関
す
る
ݚ
ڀ
・

ݚ
म
に
も
取
り
組
む
計
ը
で
す
。

ᾈ
ε
Ϛ
ồ
τ
೶
ۀ
ݚ
ڀ
ɾ
ݚ
म

η
ϯ
λ
ồ

　

ド
ロ
ー
ン
で
収
集
し
た
デ
ー

λ
の
解
ੳ
、
Ԃ
ܳ
用
施
設
の
Ϟ

ਤ２� ߍ੒ؒۙの৽׬ （ࣷ令和５年10月３0日現在）

ਤ３� େࣨٛߨの޻ࢪঢ়況

ニ
λ
Ϧ
ン
ά
ٕ
ज़
の
։
発
と
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
ٕ
ज़
ී
ٴ
を

目
的
に
੔
උ
し
た
施
設
で
す
。

自
動
ૢ
଩
ト
ラ
Ϋ
λ
の
実
ূ
や

̞
Ｃ
̩
ٕ
ज़
を
活
用
し
た
育
බ

に
関
す
る
ݚ
म
な
ど
に
取
り
組

む
計
ը
で
す
。

ᾉ
ε
Ϛ
ồ
τ
ச
産
ݚ
ڀ
ɾ
ݚ
म

η
ϯ
λ
ồ

　

̞
Ｃ
̩
ٕ
ज़
を
ར
用
し
た
೑

用
ڇ
の
発
৘
・
体
調
؂
ࢹ
シ
ス

テ
Ϝ
や
、
分
ส
؂
ࢹ
シ
ス
テ
Ϝ

等
の
実
ূ
と
デ
δ
λ
ル
ٕ
ज़
を

ར
用
し
た
新
し
い
ڇ
体
内
の
Ϟ

ニ
λ
Ϧ
ン
ά
ٕ
ज़
の
։
発
を
目

的
に
੔
උ
し
た
施
設
で
す
。
地

ݩ
ا
業
と
࿈
ܞ
し
た
೑
用
ڇ
の

体
調
؂
ࢹ
シ
ス
テ
Ϝ
の
ڞ
同
ݚ

ڀ
に
も
取
り
組
む
計
ը
で
す
。

ᾊ
ε
Ϛ
ồ
τ
৿
ྛ
ۀ
ݚ
ڀ
ɾ
ݚ

म
η
ϯ
λ
ồ

　

レ
ー
β
ー
ଌ
量
等
で
集
積
し

た
デ
ー
λ
の
解
ੳ
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
森
ྛ
デ
ー
λ
の
集
積
ٴ

び
解
ੳ
の
実
ূ
と
ٕ
ज़
։
発
を

目
的
に
੔
උ
し
た
施
設
で
す
。

̞
Ｃ
̩
ٕ
ज़
を
活
用
し
た
森
ྛ

経
Ӧ
計
ը
の
作
੒
や
作
業
道
の

ෑ
設
計
ը
等
に
関
す
る
ݚ
ڀ
・

ݚ
म
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
４
つ
の
施
設
に
は
、
ޫ

回
ઢ
を
ෑ
設
し
て
通
৴
環
境
を

੔
උ
す
る
な
ど
、
࠷
新
の
デ
δ

λ
ル
ٕ
ज़
が
ݚ
ڀ
・
ݚ
म
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⨖
஍
ํ
૑
ੜ
ʹ
޲
͚
ͯ

　

東
北
農
ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
の
設

ஔ
ҙ
ٛ
の
一
つ
と
し
て
と
し
て
、

「
人
ࡐ
育
੒
ٴ
び
ݚ
ڀ
։
発
を

୲
い
、
東
北
૑
生
の
ڌ
఺
と
な

る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ೖ
ֶ
し
て
く
る
ֶ
生
の
教
育
・

人
ࡐ
育
੒
は
も
と
よ
り
、
山
形
、

東
北
の
農
ྛ
業
に
ߩ
ݙ
す
る
ݚ

ڀ
։
発
に
も
取
り
組
み
、
地
方

૑
生
の
け
ん
引
໾
と
な
る
よ
う

に
ਚ
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ঙ
内
地
域
の
農
業
関
係
者
の
皆

様
か
ら
は
、
引
き
続
き
、
ޚ
ࢧ

ԉ
・
ޚ
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
ਃ
し
上
げ
ま
す
。

　

東
北
農
ྛ
ઐ
໳
職
大
ֶ
の
࠷

新
৘
ใ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
̦
Ｒ
コ
ー
ド
の
大
ֶ
ホ
ー
Ϝ

ϖ
ー
δ
で
ެ
։
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ੋ
非
、
ご
ཡ
く
だ
さ
い
。
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～令和５年の高温少雨の経験から学ぶこと～～令和５年の高温少雨の経験から学ぶこと～
2024米づくりフォーラム in 庄内2024米づくりフォーラム in 庄内

令和6年1月10日（水）13:30～16:00
いろり火の里　文化館なの花ホール　多目的ホール
（三川町大字横山字堤172-1　　電話：0235-66-4863）

1 目　　的

4 内　　容

5 参集範囲

6 主　　催

7 参加申込

開　　会

閉　　会

会場準備（5分）

会場準備（5分）

休　　息（5分）

山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内地域本部食味コンクール
表彰式（つや姫の部、雪若丸の部、はえぬきの部）

演　題：「地球温暖化と日本のコメ生産への影響」
講　師：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
　　　　　　　　　　　　　農業環境研究部門　気候変動適応策研究領域
　　　　　　　　　　　　　作物影響評価・適応グループ　グループ長 酒井 英光 氏

現地報告：「令和５年産米の作柄解析と影響緩和の事例紹介」
　　　　・農業総合研究センター水田農業研究所　 　　　　【作柄解析】
　　　　・庄内総合支庁農業技術普及課･酒田農業技術普及課【事例紹介】

情報提供：「農業セーフティーネットについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県収入保険加入推進協議会

13:30

16:00

13:35
～13:55

14:00
～
15:00

15:05
～
15:45

15:50
～16:00

　庄内地域は、国内有数の米どころとして、長年、高品質・安定生産に取組み、消費者・実需者の
信頼を築いてきました。
　しかし、令和５年夏の気象は、これまでに経験したことのない高温少雨が続き、山形県農業に
大きな影響をもたらしました。稲作では、特に、玄米品質への影響（白未熟粒の発生）が大きく、
落等の要因となりました。
　そこで、この経験を踏まえて、米どころ産地としてどう取組むか、生産者と関係者が令和５年の
気象を振り返り、稲作へ与えた影響と対策を見出すとともに、引き続き次世代を担うブランド米
産地として高品質・安定生産の維持を図るため、標記フォーラムを開催します。

庄内地域米生産者（つや姫認定生産者、雪若丸登録生産組織 等）
庄内地域関係機関・団体（ＪＡ、市町、土地改良区、ＪＡ全農山形 等）
約200名
山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内地域本部
山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化戦略推進本部庄内地域本部
庄内地域つや姫マイスターの会

令和５年１２月１８日(月)まで最寄のJAまたは普及課にお申し込みください。

（事務局）庄内総合支庁産業経済部農業技術普及課･酒田農業技術普及課
　　　　　全国農業協同組合連合会山形県本部米穀庄内推進室〔　　　　　　　　　　　 〕

2 日　　時

3 場　　所
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